
 １３　学校安全全体計画
　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・南魚沼市立塩沢小学校                                                                         

       
     ・日本国憲法 ・学校長の教育方針【学校教育目標】
   ・教育基本法 『自ら学び　助け合い　やりぬく子』 ・児童の実態  
   ・学校教育法 自ら学ぶ意欲を持ち、学び方を身に付けた子 ・地域の実態  

     ・学習指導要領 自他を大切にし、共に伸びようとする子 ・保護者・住民の願い       
  ・新潟県教育方針 健康に気を付け、進んで体を鍛える子 ・教職員の願い       

      
   

  【学校安全の目的】                           
 ○自他の生命尊重を基盤として、自ら安全に行動し、         
 　他の人や社会の安全に貢献できる資質や能力を持っ         

  　た児童を育成する。         
○児童の安全を確保する環境を整える。

 

   安全教育の目標 安全管理の目標
 ①日常生活における事件・事故災害や犯罪被害等の現状、原因及び防止 　事故の原因となる学校環境や児童の学校生活における行動等の危険を早期

 　方法について理解を深め、現在及び将来に直面する安全の課題に対し に発見し、それらの危険を速やかに除去するとともに、万が一、 事件・事 
  　て、的確な思考・判断に基づく適切な意志決定や行動選択ができる。 故災害が発生した場合に、適切な応急手当や安全措置を行い、児童の安全の

 ②日常生活の中に潜む様々な危険を予測し、自他の安全に配慮して、安 確保を図る。

 　全な行動をとるとともに、自ら危険な環境を改善することができる。

 ③自他の生命を尊重し、安全で安心な社会づくりの重要性を認識し、学

 　校 家庭及び地域社会の安全活動に進んで参加・協力し 貢献できる、 、 。

 

 

 

       生活安全 交通安全 災害安全 環境管理 生活管理 通学管理
 ○日常生活で起こる事 ○様々な交通場面に ○様々な災害発生時 ○施設・設備等の安全 ○学校生活において、 ○児童の通学の安全を

 　故の内容や発生原　 　おける危険につい 　における危険につ 　を確保する。 　児童の行動により生 　確保する。

 　因、結果と安全確保 　て理解し、安全な 　いて理解し、正し 　じる危険を早期に発

 　の方法について理解 　歩行、自転車等の 　い備えと適切な行 　見し、事故を未然に

  　し、安全に行動がで 　利用ができるよう 　動がとれるように 　防止する。

 　きるようにする。 　にする。 　する。

 

   《危機管理》
  ①安全な環境を整備し、事件・事故災害の発生を未

     《安全学習》 《安全指導》 　然に防ぐ。

  ○体育科 保健領域 を中心として 生活科 ○学級活動や学校行事・ ②事件・事故災害の発生時に、適切かつ迅速に対処（ ） 、 、

   　社会科、理科などの安全に関連した内容の 　などで 当面している 　し、被害を最小限に抑える。、 、

  　ある教科、総合的な学習の時間などで取り 　あるいは近い将来当面 ③危機が一旦収まった後 心のケアや授業再開など、 、

  　扱い、安全に関する基礎的・基本的事項を 　するであろう安全に関 　通常の生活の再開を図る。

  　系統的に理解し、思考力、判断力を高める 　する問題を取り上げ、

  　ことによって、安全について適切な意志決 　安全の保持増進に関す   
   　定ができるようにする。 　るより実践的な態度や   

  ○新潟県防災教育プログラムを避難訓練の事 　能力、さらには望まし   
  　前指導等で使用し、自分の命は自分で守る 　い習慣の形成を図る。   

   　意識をもたせる。   
    

   《道徳科》   
  ○生命の尊重をはじめ、きまりの遵守、公   
  　徳心、思いやりなど、安全行動につなが   

 　る道徳的態度の形成を図る。   
    
    

   安全教育・防災教育   
    　[取組の重点]①総合単元的な安全学習の充実

                                                    　　　②災害に備えた施設・設備の整備

            
     

   家庭・地域との連携 関係機関等との連携                    
   ・子ども見守りサポーター ・南魚沼市警察署・塩沢交番

・ 生徒指導部 ・南魚沼市消防署 PTA 教職員の研修



　　　　　※学級活動の欄　　◎…１単位時間程度の指導　　●・・‥短い時間の指導

通学路を正しく歩こ
う

安全に休み時間を過
ごそう

梅雨時に安全な生活
をしよう

自転車のきまりを守
ろう

けがをしないように
運動しよう

乗り物の乗り降りに
気を付けよう

けがをしないように
運動をしよう

安全な冬の生活をし
よう

災害から身を守ろう 道路標識を守ろう
安全な生活ができる
ようにしよう

規則尊重 生命の尊重 思いやり・親切 勤勉努力 明朗誠実 思いやり親切 家庭愛 勇気 勤勉努力 節度節制 愛校心

・地域めぐり時の交
通安全

・野外観察時の交通
安全

・公園までの交通安
全

・虫探し、まち探検
時の交通安全

・はさみの使い方 ・たけひご、つまよ
うじの使い方

・移植ベラ、スコッ
プの使い方

・はさみ、ステープ
ラーの使い方

・はさみの使い方 ・昔遊びの安全な行
い方

・移植ごての使い方

・野外観察時の交通
安全
・アルコールラン
プ、虫めがね、移植
ごての使い方

・カバーガラス、ス
ライドガラス、フラ
スコの使い方

・スコップ、ナイフ
の使い方

・夜間観察の安全
・試験管、ビーカー
の使い方

・観察中の安全
・フラスコ、ガラス
管の使い方

・太陽観察時の注意 ・ポリ袋、ゴム風船
の使い方

・鏡、凸レンズ､ガラ
ス器具の使い方

・スコップ、ナイフ
の使い方

・夜間観察の安全
・試験管、ビーカー
の使い方

・観察中の安全
・フラスコ、ガラス
管の扱い方

・はさみ、カッター
ナイフ、絵の具、接
着剤の安全な使い方

・写生場所の安全
・コンパスの安全な
使い方

・糸のこぎり、小
刀、金槌、くぎ抜き
の使い方

・木づち、ゴム、電
動のこ、ニスの使い
方

・作品の安全な操作 ・彫刻刀の管理の仕
方と使い方

・水性ニスの取扱い
方

・竹ひご、細木の使
い方

・糸のこぎり、小
刀、金槌、釘抜きの
使い方

・木槌、ゴム、糸の
こぎり、ニスの使い
方

・作品の安全な操作

・針、はさみの使い
方

・アイロンのかけ方 ・食品の取扱い方 ・包丁の使い方 ・実習時の安全な服
装

・熱湯の取扱い方 ・ミシンの使い方 ・油の安全な取扱い
方

・食品の取扱い方 ・包丁の使い方 ・実習時の安全指導

・固定施設の使い方
・運動する場の安全
確認

・集団演技、行動時
の安全
・跳躍運動時の安全

・持久走時の安全 ・用具操作の安全 ・けがの防止(保健) ・器械運動時の安全 ・ボール運動時の安
全

各学年
の活動

防災教育
プログラム

土砂災害
（２、４、６年）

洪水災害（全学年）
地震災害
（１、３、５年）

原子力災害
（２、４、６年）

雪災害（全学年） 津波災害（全学年）

●通学路の確認
◎安全な登下校
●子ども110番の家
◎防犯避難訓練の参加の仕
方

●休み時間の約束
◎運動時の約束

●雨天時の約束
◎プールの約束

◎夏休みの約束
◎自転車乗車時の約
束
●落雷の危険
●祭りの約束

◎校庭や屋上の使い
方のきまり
●運動時の約束
◎大災害からの避難
の仕方

◎乗り物の安全な乗
り降りの仕方
●廊下の安全な歩行
の仕方

◎安全な登下校
●校庭や屋上の使い
方のきまり

●安全な服装
◎冬休みの安全な過
ごし方

◎「おはしも」の約
束
●危ないものを見つ
けたとき
●誘拐から身を守る

◎身近な道路標識
●暖房器具の安全な
使い方
●祭りの約束

●１年間の反省
◎けがをしないため
に

●通学路の確認
●誘拐の起こる場所
◎安全な登下校
●安全な清掃活動
◎防犯避難訓練への積極的
な参加
◎自転車教室

●休み時間の安全
◎運動時の約束
●身の回りの犯罪

●雨天時の安全な過
ごし方
◎安全なプールの利
用の仕方
●防犯にかかわる人
たち

◎夏休みの安全な過
ごし方
◎自転車乗車時のき
まり
●落雷の危険
●祭りの過ごし方

●運動時の安全な服
装
◎校庭や屋上の使い
方のきまり
◎大災害からの避難
の仕方

◎車内での安全な過
ごし方
●校庭・遊具の安全
な遊び方

●安全な登下校
◎校庭や屋上の使い
方のきまり

●凍結路の安全な歩
き方
◎冬休みの安全な過
ごし方

●「おはしも」の約
束
◎安全な身支度
●誘拐から身を守る

◎自転車に関係のあ
る道路標識
●暖房器具の安全な
使い方
●祭りの過ごし方

●１年間の反省
◎けがをしやすい時
間と場所

●通学路の確認
◎安全な登下校
●交通事故から身を守る
●安全な委員会活動
◎防犯避難訓練の意義
◎自転車教室

●休み時間の事故とけが
◎交通機関利用時の安全
●運動時の事故とけが
◎身の回りの犯罪

●雨天時の事故とけ
が
◎救急法と着衣水泳
●自分自身で身を守
る

●自転車の点検と整
備の仕方
◎夏休みの事故と防
止策
●落雷の危険
●祭りの過ごし方

●運動時の事故とけ
が
◎校庭や屋上で起こ
る事故の防止策
◎大災害からの避難
の仕方

◎乗車時の事故とけ
が
●校庭・遊具の安全
点検

●安全な登下校
◎校庭や屋上で起こ
る事故の防止策

●凍結路の安全な歩
き方
◎冬休み中の事故や
けが

◎災害時の携行品
●安全な身支度、衣
服の調節
●不審者との対応

◎交通ルール
●暖房器具の安全な
使い方
●祭りの過ごし方

●１年間の反省
◎けがの種類と応急
処置

・１年生を迎える会
・クラブ活動開始
・委員会活動開始
・地域児童会

・課外活動(夏)開始 ・地域児童会 ・課外活動(冬)開始 ・地域児童会 　 　

・入学式
・健康診断
・春の交通安全運動
・集団下校訓練
・避難訓練(火災)

・運動会
・プール清掃

・プール開き
・修学旅行

・集団下校訓練 ・秋の交通安全運動
・避難訓練（不審者）

・引渡訓練(学習参観)

・林間学校

・マラソン大会
・文化祭

・集団下校訓練
　（雪害）
・避難訓練（地震）

・卒業式

・安全な通学の仕方
・固定施設遊具の安
全な使い方

・安全のきまりの設
定

・プールでの安全のきま
りの確認
・電車・バスの安全な待
ち方及び乗降の仕方

・自転車乗車時のき
まり、点検・整備
・校舎内での安全な
過ごし方

・校庭や屋上での安
全な過ごし方

・校外学習時の道路の歩
き方
・電車、バスの安全な待
ち方と乗降の仕方

・安全な登下校 ・凍結路や雪道の歩
き方

・災害時の身の安全
の守り方

・道路標識の種類と
意味

・１年間の評価と反
省

・通学路の安全確認
・安全点検年間計画の確認
(点検方法等研修含む)

・諸設備の点検及び
整備

・学校環境の安全点
検及び整備
・プールの点検

・休業前や休業中の
校舎内外の点検
・プールの点検

・校庭や屋上など校
舎外の整備

・駅、バス停周辺の
安全確認

・通学路の確認 ・校内危険箇所の点
検

・防災用具の点検、
整備
・鉄棒の点検

・学区内の安全施設
の確認

・通学路の安全確認
・安全点検の評価・
反省

・登下校時、春の交
通安全運動期間の教
職員、保護者の街頭
指導
・遊具等の安全点検
方法等に関する研修
・通学路の状況と安
全指導に関する研修

・校外における児童
の安全行動把握、情
報交換
・熱中症予防に関す
る研修

・地域ぐるみの学校
安全推進委員会
・学区危険箇所点検
・防犯に関する研修
(緊急時の校内連絡体
制、マニュアルの点
検)
・プール管理に関す
る研修

・地域パトロ-ル
・救急法講習会
・心肺蘇生法(AED)研
修（ＰＴＡ含む)

・登下校時、秋の交
通安全運動期間の教
職員、保護者の街頭
指導
・防災に関する研修
(訓練時)

・地域パトロール ・地域教育会議 ・年末年始の交通安
全運動の啓発
・スノーモービル使
用に関する研修

・地域パトロール
・防災に関する研修
（訓練時）

・積雪時におけるパ
トロール

・校内事故発生状況
と安全措置に関する
研修

対人管理

対物管理

学校安全に関する
組織活動

（研修含む）

くらしを守る(災害が起きて）(３・４年）

・鉄棒運動時の安全
・スキー時の安全

私たちの国土(５年）

安
全
管
理

総
合
学
習

社　　会

図　　工

家　　庭

体　　育

低学年

中学年

高学年

児童会活動

主な学校
行事等

14   学校安全年間計画
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南魚沼市立　塩沢小学校

（３年）、（４年）、（５年）、（６年）

１２ １ ２ ３７・８ ９ １０ １１

・水泳前の健康観察
・水泳時の安全

４

－


